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処 分 庁 が 平 成23 年 ４ 月26. 日 付 け で 行 っ た 生 活 保 護 申 請 却 下 処 分 は 、 こ れ を
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理　　由

1　:事実関係　　 （　　 １　‥ ‥ ‥‥‥‥‥

ニフ調査しだととろ√次の事実が認められます。
㎜　■■　　　　　　■¶　　　　　　　　　　　　

．　　　　■　　Ｉ　Ｉ　　．･Ｉ ● ・（１）∧ 平 成23 年3 月28 糺 審 査 請 求 人
卜
（以 下1: 飜 求 人jl とい うよ は 、1

－

・ 耻訪 れ 、 数 年 間 同 居 し て き た 男 性 （以 下 「支 援 者 」 と い り ．） が ら 家 を
ｊ　　・ 、　 ．’　　 バ　　　　　 し　･．　 ＼ 匸 ．､‥_．：．　_ ／､‥ ．．‥　 匸.､几 二　‥． 、
出て行くよう言われでいるが、手持金及び収入がなく今後の生活ができな
いため生活保護を受けたい旨の相躋を芯j そめ場で生活保護 申請書を提出

卜 した。　　　 卜 ‥‥　‥ ‥‥･　　 ∧　　。　　　。　　　　　　　　　 こ
と2）/ 平成2j 年 ４月１ 日よ 処分片 は、請 求人め母-ej6 る四 （以 下 「請
求人 の母」とjlヽ 叺 ）に‘電話 し、蜃求人力辿 保護 申請があろたととを説明し、’

請求人 との交流状況等にういて聞き取りを行った。それによ ると、平成22

懈 め夏以降、請求人の母や請求人の弟光ちが㎜ まで請求人を迎え:に訪
れヽ ㎜ の実家ま゛二度連れ帰っだが ∇ヽ石ず抃も請求人が四
め 支 援 者 め 元 ぺ 戻 っ で し ま っ た と 経 緯 ９ 説 明 を 受 け た ノ △

（3 ） 平 成23 年 ４ 月 ４ 日 、 処 分 庁 は 、 請 求 人 の 母 に 対 し 、 扶 養 照 会 書 を 郵 送 し
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(4) 平 成23 年 ４ 月 ８ 日
、 処 分 庁 は 、 請 求 人 の 母 か ら= 扶 養 照 会 書 に 対 す る 回 答

＼ と し て 郵 送 さ れ た 同 月 ７ 日 付 け の 扶 養 届 書( 以 下 「 扶 養 届 書｣ ＼ と い う ．) を
ー　　　　　.･　　 ¶　　　　　　　　　I ■　　　　　　　　　　　 ■　　　　I.　　　　　　

●　　　　　　 ― ■■

犬 収 受 し た レ 当 該 抉 養 届 出 書 に は 「 精 神 的 な 支 援 は 可 、
金 銭 的 な 支 援 は 不 可｣

二 と 記 載 さ れ て い た ．‥‥ ‥j
…
… ………

…
… … … …J …… … … …

…j i　
……･… …

(5) ＼ 平 成23 年 ４ 月2 β＼日
、
処 分 庁 は. 請 求 人 の 生 活 保 護 申 請 の 却 下 を 決 定( 以

下 卜｢ 本 件 処 分｣ 卜 と い う
．) し 、＼

翌2 ﾂﾞ･ 自
、･ 猜 求 人 に 龠 し 、 生 活 保 護 申 請 却 下 ＼

▽通 知 書 を 手 交 し た ． 当 該 処 分 の 理 由 は. ……｢ 申 請 者 か ら め 申 出 に よ れ ぱ √ 申 鸚

レ 人 ぱ 収 入 及 び 手 持 金 が な く､ 上
頼 る と ご ろ: も な い だ め に 生 活 保 護 を 受 給 し た

…
……yj と..‘jやj･-ヰ･.と.'ﾔ､ljあ･･ 弔 、 じ 力ヽし か ヵ16 、 民 法 に 牢 μ 扶 養 拳 夢

肴 で あﾉ ６ か: 膃

ｹﾞｽ犬
に 比 抉 養 煦 会 を 行 っ･ た と とy ろ レ 生 ぱ 昨 年 土 度 心 わ た り 毋 や 弟 に ＼よ ザ:

… ………
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七 亠 袙 齟 岫 ぷ 友 匸4, ふ 支 援 を
二 方 畆 畄j ﾊﾟﾑ ……戻 戻 在 地 λ ＼

..　　　　　　I　　 ・　－　　　　　･I　　　　●　　・　　　.　 ・　　　　　　●' ・　　　11111　.'　 － ､　　 ・
∧ｼ 浹 ら だ と め と と ヶか お る √ 親 浪 か ＼ら の 支 援･ を 拒 舎 し そ お ぎ 友 が ち 現 所 在 地 に.
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………1戻 り ＼、ﾚ 頼 右 と と ろI も. な ぐ 生 活 困 窮 に 陥 っ た た め 保 護 を 受 給 しj た い とg) 申 請

ご･　－　．　　　ｉ‥ ‥ ‥､‥　‥　　　　　：　　・ ‥　．二　/-　j ●･.　:　 ‥　　 二　‾厂･.･..
・.･　　　.･.･･･.･.　｀　し　　 ≒

＼ 大 の 申 悁 は 合 理 性 に 欠 け る も のﾃ で あ 右 ．ﾉま た 、 生 活 保 護 法 第 ４ 耒 ２ 胯 よ り 、ヶ

…
……民 法l と 定 め る 扶 養 義 務 は 保 護 に 優 先 さ れ る も め で あ 叭 ま ず は 扶 養 親 族 卜
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………､Ｑ) 支 援 を 求 め る ぺ き で あ る ． よ づ て 、 本 申 請 を 却 下 す るl｣ ダT々 あ づ た ．… … ……
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請 求 人 の 主 張 ニ レ ＼
… … … ……J …… …- ……　 …… ……、 づ

‥ 、　‥‥ … … ………

… ……請 求 人 は 以 下 の 大 要 の と お り 主 張 し 、 保 貘 申 酋 却 下 処 分 め 取 消 し を 求 め て ・
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．･　　●Ｉ･Ｉ'･ Ｉ　　' ●● 

．･-　　　　 ．．･
い ま す
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… … … … … …　 ……… … …

(i) ○ 請 求 人 の 母 は
、 年 金 生 活 者 で あ: ４ た め4 請 求 人 を 扶 養 す る 意 思 がI あ ら だy

■　　 ●　　　　　・　　　　　　　　　 ■　　■　■　●　　●　　●　　　　　・　､　　　　　　　い　　　　　　
・　　・

と ル そ 乱 ＼ﾌ､扉 枋 的 に 扶 養 ず る こ ご
£ ほ ヤ き 乱 ヽ

。l
… … … …

… ….jl…
……… … …i‘
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(2) 請 求 人 の 実 家 に は √ 請 求 人 の 母 の
舶 こ √ 請 求 人 の 長 弟 及 び そ の 弟､( 以 下

．　　　　　　　　　　 ●●　　　　・　　 ■　　　
．　　　Ｉ　　　　　　　　 ． ●　　　Ｉ　　　●　．　　　 ●．　　　　 ●　　・

… ……｢ 戻 弟J と ｙ･ う
．'｣ ヵS

星 劔 し づ ヽる ． 請 求 人 のL 長 鹹 ま
、
洫 期 的 ふ

収 入 を 拵-(

I　　　　　　　　　　　　　　 ¶　　　　　　¶　　　I●　
・　　　･ ●　　　 曙　　　　　'　III

－
い る が

、 潴 求 人 の 母 め 収 入 は. 年 金 で あ り 、 ま た ぐ 請 求 人 の1 次 弟 の 収 入 は √

■　　　　　　　　　　　　　　　　　　
．　　　　　　　 ・　　　　 ●　　　 ａ　　　　 ．　　　　　　　 ●　 ●　　　 Ｉ

＜ 精 神 病 を 患 っ て い る こ と か ら 、 僅 か な 賃 金 で‘あ る ン そ の た め √ 現 在 √ 請 求

■　　　　 、　　　　　| ¶　．　　　　　　･Ｉ ●　●　Ｉ　　　　･１　・

卜 人 の 長 弟 が 、 と れ ら め 収 入 を 管 理 運 用 し な が･ ち 、 事 実 上 、- 一人 で 全 員ﾉ を 扶

．養 し て い るOI　 ／　71.　　　　　　’.　　　1’　　　 ／･　　･ I･.　　･.I　･ ●I I II　　　･..　･･　.I･　　　　●
●I.　I　.　　.　I　I　　　・　　.･　　　●.|　　　　　　　　　･-　　･I　　・　　　●　　　●　　　　　･●　　●l二 請 求 人 は √ 平 成22 年 ２ 月 こ ろ に √ 支 援 者 か ら め 援 助 の 中 断 を 告 げ ら れ た ．

こ と か ら･、 生 拮 保 護 の 申 誚 を/し だ､が 、 中 請 却 下 と･な り 、/ま た ご/ 審 査 請 求 も ＼

し た が
、∧却 下 さ れ 、 行 き 場 を 失 っ た 請 求 人 臑 、 平 成22 年 ６ 月 こ ろ 、＼入 水 自ご

WI.●.ﾐ●-　¶　･　●　●　　　　－●　　　　　　　　　　`　　　　　”　　　　　･●　　　　　　　　　　　　・
殺ﾉ を 図 っ 参 ． 請 市 人 は ● 畚 察 署 に 保 護 さ れ

ヽ
● 齊 察 斟 怖 連 絡 を 受 け

．　　　　　　　．・　　　-　●　ｌ ●　　　
．-　，　ｌ

た 請 求 人 の 母 ら が 、 請 求 人 の 身 柄 を 引 き 取 う た 。　 二　 ‥‥‥
‥
‥ ‥

■　㎜　　　　　　　　　　　　　 ■　　　　・　　Ｉ
請 求 人 は

、 平 成22 年6 』､ か ら 一 時 的 に 親 族 と 実 家 で 同 居 を し た が｡√ 体 力

的 能 力 的 に 仕 事 が 全 く で き な い 状 況 が 続 い た た め 、 請 求 人 の 長 弟 か ち､｢ 働

か な い の で あ れ ば 、 出 て い っ て く れj｣ 、イ お 前 の 面 倒 ま で は み ら れ な い 。｣ 、

｢お 前 の 面 倒 ま で 見 て 二 生 を 終 え だ く な い 。｣ と 長 期 的 な 援 助 を 断 ら れ 、｣実

¨･　　　　　I-　　　　　　　　　　　　、2 ・　レ　　／　よ　　　　　　 ‥　　　　卜　　　　 し

７

岸

戸

じ

郵

忿

尸

比

｛
。
・４
Ｊ
ぶ
1
1
1
1

‐・
し
ｋ
Ｉ
。
Ｊ

夕
ふ
ノ

‥ｊ

ｌ

Ｉ

。丶

。



冫‐
ｉＩ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
冫
Ｉ
Ｉ
いＩ
・
・
1
1
1
1
1

″ｊ

・Ｉ

ｔ
Ｉｔ
Ｉ
ア
ーＸｒ

・

百

万

熟

千

’
・
ｔ
．
！

Ｉ

’４

‘ｙ

ｉ

气
ｉ

？

１

・
’‘‐．・`

″
．ｌ

‘２

一

ｊ
’£

‘１
‐
’ゝ
Ｓ
ｉ
ｌ・
‘
二
1
4
1
f
j

ｙ
ｊ

’
．Ｑ
’１

丶

．・
４

″

一

京

子

回

ノ

犬
家 を 追 い 出 さ れ たo そ の 後 レ 請 求 人 は

、

と れ まTC 身 を 寄 せ て い た 支 援 者 に

万

再 度 懇 順 し､ 〉 生 活 の 援 助 を 依 頼 し た

。

そ こ で
√

支 援 者 の 自 宅 に 身 を 寄 せ る

こ と と な
り

だ

。　

犬　　　

．ﾚ･･･ ．

・　　･･ ・　 ．･ ．･　 ． ・　
． ．　･･

ニ　 暫 くﾆ す る と､
ﾌﾟ

請 求 人 の 母 が

、

平 成22 年 ９ 并 に
一

人 で 請 求 人 を 迎 え に 来 た

∧ た め

、

請 求 人 は

、

実 家 に 移 動 し

、

再 度

、

親 族 と 同 居 乖 括 を ず る よ う に な

つ

-.

た

。

…　
… ．

‥　

‥

‥ ‥ ‥ ‥

‥

‥

‥ Ｊ……' ． ．　　　 ．･

． ・･　

．　 ・ ．　
．･

．　　　
． ．　･･････　

．

＝

と こ ろ が､｣ 青 求 人 の 母 は
√

請 求 人 の 長 弟 を 説 得 し て お ら ず √ 請 求 人 も 働

く こ と が で き る 状 況 で ぱ な か1
つ

た こ と か ら

、

再 度

、

請 求 人 の 長 弟 に 追 い 出

ｊ
さ れ た｡

犬　

… … …

… … … …
…

… … …

…

上　　
万　　　

‥

‥
‥

‥ ‥　　　

‥I　　
づ づ

(3)
∧ 却

下 の 瑰 由 に は

、

艢 求
人 がT7 方 釣 支 援 を 拒 否 し だ と 記 載 さ. れ て い る が

、
上

．　　　　　　　　　　･ ．　 ｀ ．　　 ¶･　　　　　　　　　 ■　　 ■　 Ｉ　　　　 ・　　　　　　　　　　　　 ■ Ｉ　　　　　 ｄ

請 求 人 の 長 弟 に 追 け 出 さ れ た の で あ り

、

事 実 誤 認 で あ る

。

処 分 庁 の 判 断 は

、

ノ

－　 ●　　 ―j･　　　 ■　 －　　　　　　　　　　　 ・　 ・　　　　　　 ●　 ●　　　　　　.　　 ●

亅 育 求 入 の 長 弟 とﾌ め 関 係 に
つ い て の

調 査 が 不 十 分 で あ る｡j

‥ ‥ ‥ ‥

‥‥　

‥

‥　 ‥

‥ ‥
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上

ま 札 蚪 分 庁 け､
…
… 請 求 人 ぷ 扉 求 人 め 毎 ち の. 援 助 を

ャ

万 酌 りﾖi 否
し

だ
ど の ▽

■　　 ■　 鴫‘.･･　･ ･
■･　
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．

ｄ　
．　　 ．･ ● Ｉ ．　 ｀　　

●

理 由 で 生 活 保 護 開 始 申 請 を 却 下 七 た が
√

弁 明 書 に お い て は､ﾄ 請 求 人 が
一

方 ＼

a　　　　　　　　　　　l ■　　　 ・　　　　　 ㎜　　　　　 ㎜l　　　　　dIj　II　　　 ・　 ・1　.　　　 ●

'

=
的 に 鶻 族 坏) 援 妝 を 拒 否 し て お ち ず､.ﾚ 誚 求 入 の 長 弟 に 家 を 追y ヽ 出 さ れ た こ ど

■ ■　　 ¶　　　　 Ｉ　　　 ■　　　　 嘩　　　 ●　　　　　　　 ｜　　　 ¶　 ｊ　 ．　　　　　　　　　　　　　　　･　･

…
…
を 突 鴿 認 め る

¬･=
方 で､ く 半 年 経 満 しT( い れ 叭 犬 生 活 保 護 問 給 叫

鴕) 庫 茆 に 再 ソ

＼ 度 援 肋 を 求 め る ぺ き セ あ で り レ こ れ を し な い こ と は 却 下 φ 理 由 に 該 当 す る と

･ ．　　　　　　'　　　　　　　　 ｔ　 ・　　　　　　　　　 ●　　　　　　 ． ●　　 ．　　　　　　　　 ■ ¶ ■　　 Ｉ Ｉ

＼ 主 張 し 始 め √ 明 ら か に 主 張 を 変 遷 さ 貲 弋 い る｡

…

…

…

… …ﾆ … …
…

…
… …

… … …

…

… …

… …

(5) ∧ 変 遷 後 の 処 分 庁 の 意 見 は

、

扶 養 義 務 者 め 扶 養 能 力 及 び 扶 養 意 刄 の 有 無 は レ
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レ 請 求 人 め 毋 は 、= 平 成2a 年 中 に ２ 回 ご卜請 求 人 を 引 き 取 り 、卜 請 求 人 の 母 、･ 長

＞ 弟 及 び 次 弟 と 同 居 し す い た こ と が 認 め ち れ る も の の 、 本 件 処 分 に 係 る 平 成

2;3 年 ３ 月28
こ
日 付 け の 保 護 申 瞶 に 対 す る づ 扶 養 届 書｣ の 内 容 は 、｢ 精 神 的 な

■■　 ㎜　・　　　 ・　　　　　　　　 ／!　　　　　 ・　　・　　 ．■　　　　　 ．　　　　　　　・
∇支 援 は 柯｣ 、｢ 金 銭 的 な 援 助 社 不 可｣ レと い う も め で あ り レ ま た √ 請 求 人 を 引

y き 取 ら で 扶 養 す る 旨､ の 記 載 も な い こ と か らj 、ご 請 求 人 の 母 に 請 求 人 を 扶 養 す

＼ る 能 力 及 び 意 思 が あ づ た と 判 断 す る. と と 降Tc き ま せ ん ． … … …… 万厂レ し １

１　　　　 ■･　　．　　　・　 ¶　．・　　・　・　　　・　･･Ｉ●．　　　　　・　　　　　　 ・　　　　　　　　 ．●　－　'、　　●
‥ ‥ ‥‥

万'
ま‘た 、

」 青 求 人 の 母 以 外 の 扶 養 義 務 者 に つ い て 、 扶 養 能 力 が あ. りﾚ 、 カベ) 、

▽ 扶 養 の 意 想 が あ る こ ど を 確 認 で き る 証 拠 ぱ あ り ま せ ん ．… …　 …… … ……… ゛

(4 卜 ∧ 以 上 か ら 、〉 請 求 人 の 扶 養 義 務 者 に 請 求 人 を 扶 養 す る 能 力 及 び 意 屏 が 弗j)

厂 と ぱ 認 め ら れ な い の で 、匸L の 事 実 関 係 のj(5) の 理 由 に よ り な さ= れ た 本 件 処 分

●　　 ■･　　　　､ ■　　　　　　.　　 ■　.　　　 －　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　I ■　㎜■…
………iま 、 不 適 切 な 処 分 で あ り 、 取 消 し 奇 免 れ な い も の と 判 断 さ れ る の で レ 主 文

…
…の と お りI鵝 決･ し ま す ．･j … …… … 十 … ……

……… ……
…

…j … … … … …
… … … … ………
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・ こ め 裁 決 に 不 服 が あ る と き は √ こ め 裁 決 が あ っ だ ご と を 知 っ た 日 の 翌 ぽ か ら

．　　　　･ ●　　Ｉ　　　・　　　　　　　　　 Ｉ ・　　　 ．　　　　・　　　　　　　　 ．　　　 ．　　　 ゜ Ｓ　　　　　　 °
起 算 じX  30  0 以 内 に 、厚 生 労 働 大 臣 に 対 し 再 審 査 請 求 を す る ご と が ヤ き ま す （ な

お 、 裁 決 が あ っ 万だ こ と を 知 っ. 把 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て30 〉日 以 内 で あ
う て も 、 裁

決 が あ っ た 日 の 翌 白 万か な 起 算 し て こ1 年 を 経 過 す る と 再 審 査 請 求 を す る ご くと が で
＝　　　　．　　　■　■　　　●゚ ●’　　　　　　 、　　 ． ．’ｉ　　　･ ．･．　･。 Ｉ　　．　　　 ．　．　　 、　 Ｉ　　Ｉ　　・
き な く な り ま す ． ）．=l … … … … … … 犬 ‥ ‥ ‥ ＼　 ‥‥‥‥　　 ‥‥ ‥j ‥ ‥ ‥‥ ‥‥

／ま た 、ご こ の 裁 決 に つ い て は 、 こ の 裁 決 が あ づ た こ と を 知 っ た 日: の 翌 日 か ら 起

首 し て ６ か 月 以 内 に √ こ の 裁 決 の 前 提 と な る 決 定 を し た 県 を 被 告 と し て （ 訴 訟

に お い て 県 を 代 表 す る も の は 知 事 と な り ま す ．） 決 定 の 取 消 し の 訴 え を 、 あ る い

は 県 を 被 告 と し て （ 訴 訟 に お い て 県 を 代 表 す る も の は 知 事 と な り ま す ．） こ の 裁

決 夕）取 消 し の 訴 え を 提 起 す る こ と が で ぎ ま す （ な お 、･裁 決 が あ っ た こ と を 蚣 ら だ
．　　　　　　　　　　　　　　　　 ’　　　　　　　　　　　　　　･･ 囑　・　.I　　　　　　　 ・　　　l

j日 ダ ）翌 日 か ら 起 算 占 て ６ か 凡 以 内 で あ ら て も 、 裁 決 が あ っ だ 日 の 翌 日 か ち 起 算

し て ｉ 年 を 経 過 す る と 決 定 及 ぴ 裁 決 め 取 消 し の 訴 え を 提 起 す る ’こﾉ と が で き な く

な り ヶま す ．⇒ ．　 ．･･ ．･･　　　 ． ．･　．･　　　　　 ・ ．　　････　･
．　･．　･･ ．･･･　･ ．
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